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エピクロルヒドリンゴムに対する老化防止剤の効果(3)

エピクロルヒドリソゴム (CHO,OHR)は耐熱性，耐

オゾソ（耐候）性及び耐油（耐燃料油）性において優れ，バ

ランスのとれた性能を示している，

エピクロルヒドリソゴムの加硫系は， EU(エチレ‘ノチ

オウレア）一鉛丹(Pb304)が広く使用されてきた， しか

しながら， EU-Pb30げlu硫系は，耐水性は優れている

が，熱軟化劣化と圧縮永久ひずみが劣るという欠点を有

している，これらの欠点を改良する加硫系として，

2,4,6ートリメルカプトーSートリアジソ (ZISNET-F)-

MgO-CaCO墨硫系が開発され，著しく軟化劣化を抑

制し，低圧縮ひずみの加硫物が得られ，かつ，エピクロ

ルヒドリソゴムの大きな問題点として指摘されている金

型汚れ抵抗性も改良できる事が報告されているo.

最近，エピクロルヒドリソゴム (CHO)製品の使用条

件も更に苛酷になり， ZISNET-F-MgO-CaC03加硫

系でも不充分であり，熱軟化劣化や動的特性の低下が認

められ，これらの欠点を改善できる老化防止剤が要求さ

れてし、る，

先に(NOC技術ノート No.348, 349)において，ニピ

クロルヒドリソゴム (CHC)EU-Pb304加硫系に対する

各種老化防止剤の老化防止効果について紹介した．その

結果， ノクラック MBとノクラック224の併用， ノクラ

ック MBとノクラック NBCの併用系が優れた老化防止

効果を示す事が認められた，

今回は，エピクロルヒドリソゴム (CHC)ZISNET-

F-MgO-CaCO墨硫系に対する各種老化防止剤の効

果について紹介する，

熱老化試験結果（表 4, 図2)から，今回使用した老化

防止剤（ノクラック NBC単独及ぴノクラック MB,224, CD 
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の併用， MBに224,CDの併用系）は，いずれも，熱老

化後の加硫物の引張応力(M100,M200)及び硬さ (Hs)の低

下を抑制しており，軟化劣化を防止している事が認めら

れた．更に， NBC単独及び NBC+224併用系は熱老化

後の引張強さ (Tn)の低下を抑制しており（図 1)'耐オゾ

ソ性（表 3), 圧縮永久ひずみ（表 3)も良好であり，エピ

クロルヒドリソゴム (CHC)ZISNET-MgO-CaC03加

硫系に適した老化防止剤である．
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2. ムーニースコーチ及びキュラストメータ加硫試験
ムーニースコーチ： JIS K 6300に準拠， ML_1

(125℃)キュラストメータ： JSR III型 (160℃)

表2

ム ニースコーチ試験 キュラストメータ試験

老化〔p防hr止〕剤
Ym (mt, in〕〔ml,sin) M〔N,rn・mo・〕i (lcm、11inoi〕(lcm． 19inoi 〕

1. NBC且5〕 26 20,9 47,6 2,0 7.0 37.0 

2. 224日.o〕+MD 〔゚.5〕 27 19.3 42.0 2.0 7.5 39.2 
3. CD 〔！・O〕+MB 〔〇ふ〕 27 23.7 52,l 1.9 0.0 40,0 

4. NBC(l.O〕十MB〔〇が］ 27 19.2 38.1 2,2 7.0 37.0 

5. 224 〔゚.5〕+NBC 〔I.OJ 26 17.4 33、5 2.2 6,0 36,0 

6. CD 〔゚.5〕+NBC(l.O〕 25 16,5 34,6 2.0 6.0 35.0 

7. 無添加 28 14.3 27. 7 2,1 5.8 36.0 

3. オゾン試験及び圧縮永久ひずみ試験

オゾソ試験；オゾソ濃度80pphm, 40℃，表中，

数字はきれつ発生時間 (h〕，( )内はきれつ発生

時のJISK 6301のきれつの評価，一次加硫， 160℃

X 30分，二次加硫， 150℃X 4時問

圧縮永久ひずみ試験； JIS K 6301に準拠， 125℃

X 70 h, 25%圧縮，一次加硫， 160℃ X 30分，二次

加硫， 150℃X 4時間．

表3

老化〔p防hr止J剤
オゾソき裂状態 c.s. 
40%伸長 60%伸長 〔％〕

1. NBC(l.5〕 360(なし） 360(なし） 26 

2. 22如，0〕+MB 〔〇・5〕 360(なし） 360(なし） 42 

3. CD且OJ+MB(0.5〕 80(0-1) BO(C-1) 39 
4. NBC(!. 〇〕+MB(0.5〕 360(なし） 360(なし） 39 

5. 224 〔゚.5〕+NBC(1.0〕 360(なし） 360(なし） 27 

6. CD 〔゚,5〕+NBC(l.O〕 360(なし） 360(なし） 27 

7. 無添加 320(0-1) 280(C-1) 29 
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4. 熱老化試験
JIS K 6301に準拠；一次加硫， 160℃ X 30分，二次加硫， 150℃ X 4時間．

老化湿度； 140℃（試験管加熱老化試験機）

表4

老化〔p防hr止〕剤 老化〔h時〕間 Tn ふ Mwo M200 Hs 
〔MPa〕 〔MPa〕 〔MPa〕 (JIS A〕

゜
8.4 430 2.0 4.2 59 

1. NBC(l.5〕 96 7.6(-10) 310(-28) 2.0( 0) 4.6(+ 10) 60 

240 6,7(-20) 280(-35) 2.0( 0) 4.5(+ 7) 60 

゜
8,5 330 2.1 4,9 60 

2. 224[1.0J+MB 〔〇ぷ〕 96 6.8(-20) 190(-42) 2.7(+29) 61 

240 5,4(-36) 190(-42) 2.5(+19) 61 

゜
9.3 420 2.1 4,5 60 

3, CD 〔1.0〕+MB(0.5J 96 7.9(-15) 260(-38) 2.6(+24) 5.9(+31) 61 

240 6,1 (-34) 250(-40) 2.1 ( 0) 4.8(+ 7) 60 

゜
8.1 340 2.3 4.9 60 

4. NBC日.o〕+MB 〔゚.5〕 96 7.8(-4) 230(-32) 2.8(+22) 6.6(+35) 62 

240 6.8(-16) 210(-38) 2.8(+22) 6.5(+33) 62 

゜
8.1 380 2.0 4.4 60 

5, 22虹0,5〕十NBC(1.0〕 96 7.4(-9) 270(-29) 2.1 (+ 5) 5.1(+16) 61 

240 5.5(-32) 220(-42) 2.1(+ 5) 4,8(+ 9) 60 

゜
8.0 430 1.9 3.8 58 

6, CD 〔〇・5〕+NBC日，OJ 96 7.7(-4) 350(-19) 1.9 ( 0) 4,3(+13) 59 

240 6.2(-23) 300(-30) 1.6(+16) 3.7(-3) 58 

゜
8.3 430 1.9 3,9 58 

7. 無添加 96 4.9(-41) 290(-33) 1.4(-26) 3.1 (-21) 52 

240 2.7(-67) 270(-37) 1.0(-47) 2.1 (-46) 50 

（ ）内は変化率（％）を示す
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回2 枯老化後の引張応力 (M,,,)の変化串 (140℃納老化）

図l 然老化後の引張強さ (T,)の変化串 (140℃熱老化） 大内新興化学工業株式会社
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